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連
合
会
の
総
会
（
役
員
会
）
は
、
俳
句
大
会
の
会
場

と
同
じ
仙
台
市
の
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

高
野
ム
ツ
オ
会
長
（
宮
城
県
）
の
挨
拶
の
後
、
岩
手

県
か
ら
昨
年
度
の
決
算
報
告
と
監
査
報
告
が
あ
り
了
承

さ
れ
た
。
次
に
宮
城
県
か
ら
本
年
度
の
大
会
予
算
案
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。
続
い
て
福
島
県
の

鈴
木
正
治
会
長
を
新
会
長
と
す
る
役
員
改
選
の
案
が
提

出
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。
引
き
続
き
次
回
（
来
年
度
）
の

大
会
を
福
島
県
で
開
催
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
。

午
後
か
ら
は
俳
句
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
席
題
は
、

「
秋
雨
」
と
「
傘
」
（
読
込
）
の
二
題
で
あ
っ
た
。
席
題

の
選
者
に
本
県
か
ら
は
、
大
瀬
響
史
事
務
局
次
長
が
あ

た
っ
た
。

大
会
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
関
係
か
ら
本
県

関
係
者
だ
け
の
掲
載
と
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

来
年
の
年
鑑
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎

宿

題

★
岩
手
県
現
代
俳
句
協
会
長
賞

人
間
も
景
色
の
ひ
と
つ
夏
の
浜弘

前
市

小
田

桐
妙
女

★
宮
城
県
現
代
俳
句
協
会
長
賞

何
も
か
も
見
え
被
曝
地
の
サ
ン
グ
ラ
ス

弘
前
市

泉

風
信
子

★
佳
作
賞

立
佞
武
多
千
空
の
里
灯
し
け
り青

森
市

後
藤

岑
生

◎

席

題

★
福
島
県
現
代
俳
句
協
会
長
賞

父
の
杖
太
く
遺
り
て
秋
の
雨

弘
前
市

泉

風
信
子

★
け
や
き
賞
（
入
選
）

百
円
の
傘
赤
を
歪
め
し
九
月
か
な

弘
前
市

大
瀬

響
史

当
大
会
は
、
本
協
会
が
毎
年
後
援
し
て
い
る
も
の
で
、

本
協
会
員
も
多
数
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
本
協
会
員
と
本
協
会
長
賞
の
み

を
掲
載
し
ま
す
。

第
十
三
位

鰺
ヶ
沢
町

南

美
智
子

★
青
森
県
現
代
俳
句
協
会
長
賞

青
森
市

能
登
谷
明
子

当
大
会
も
本
協
会
が
毎
年
後
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
は
次
の
と
お
り
（
本
協
会
員
の
み
）
で
す
が
、
本

協
会
の
泉
会
長
は
総
合
一
位
で
五
連
覇
だ
そ
う
で
、
五

所
川
原
市
長
賞
と
青
森
県
俳
句
懇
話
会
長
賞
も
受
賞
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ほ
か
は
、
第
五
位
が
齊
籐
泥
雪
氏
、

第
十
二
位
が
竹
鼻
瑠
璃
男
氏
と
な
り
ま
し
た
。

★
青
森
県
現
代
俳
句
協
会
長
賞

弘
前
市

須
藤

権
太

第

回
五
所
川
原
市
文
化
祭
県
下
俳
句
大
会

56

当
日
は
晩
秋
特
有
の
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、
作
句
意

欲
の
旺
盛
な
会
員

名
の
参
加
に
よ
り
、
熱
気
の
溢
れ

28

る
吟
行
句
会
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
藩
政
時
代
の
「
こ

み
せ
」
等
が
保
存
さ
れ
て
い
る
黒
石
市
で
の
大
会
と
い

う
こ
と
で
、
地
元
会
員
の
力
の
こ
も
っ
た
案
内
な
ど
も

あ
り
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
概
略
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。
な
お
、
こ
の
吟
行
会

は
、
現
代
俳
句
協
会
誌
「
現
代
俳
句
」
２
月
号
の
表
紙

裏
「P

h
o
t
o
r
e
p
o
r
t

」
で
紹
介
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。
是
非
次
回
の
吟
行
に
は
よ
り
多
く
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
成
績
結
果
】

★
総
合
得
点
・
一
位
坂
本
幽
弦
、
二
位
千
葉
芳
醇
、
三

位
矢
本
大
雪
、
四
位
松
宮
梗
子
、
五
位
南
美
智
子
、
六

位
清
水
山
楂
子
、
七
位
今
留
里
子
、
八
位
大
瀬
響
史
、

九
位
佐
々
木
朴
花
、
十
位
木
村
詩
織

★
最
高
得
点
賞
（
八
点
）

秋
し
ぐ
れ
大
杉
玉
は
屋
根
を
持
つ

今

留
里
子

★
会
長
賞

が
っ
ち
り
と
こ
み
せ
の
柱
雪
来
る
か

橘
川
ま
も
る

★
高
点
句

蔵
の
中
上
原
げ
ん
と
が
し
ぐ
れ
て
る

千
葉

芳
醇

「
玉
垂
」
の
厚
き
金
文
字
露
寒
し

坂
本

幽
弦

守
護
石
に
秋
思
の
相
や
澤
成
園

南

美
智
子

松
の
湯
の
獅
子
は
色
な
き
風
を
吹
く

坂
本

幽
弦

深
秋
や
こ
み
せ
通
り
の
魔
女
の
群
れ

矢
本

大
雪

平
成

年
度
秋
の
吟
行
互
選
俳
句
大
会
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〒
０
３
６
ー
８
２
４
１

弘
前
市
桜
ヶ
丘
一
丁
目
８
ー
11

会
員
へ
の
お
願
い
！

協
会
の
発
展
と
活
性
化
の
た
め
に
、
会
員
の
増
加

が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
友
人
や
知
人
で
ま
だ
本
協

会
に
未
加
入
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
誘
い
く
だ

さ
い
。
入
会
申
込
は
事
務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
務
局
：
千
葉
芳
醇
☎
０
８
０
・
６
０
２
７
・
３
８
２
５

大
瀬
響
史
☎
０
９
０
・
３
６
４
５
・
１
５
１
０

年 間 諸 行 事(９月以降)

９月18日(日)

11:00～ 東北地区現代俳句協会連合会総会

13:00～ 第30回現代俳句東北大会

10月１日(土)

10:00～ 深浦俳句大会

10月９日(日)

10:00～ 五所川原俳句大会

10月29日(土)

10:00～ 秋の吟行互選俳句大会（黒石市）

３月上旬 2017年度版青森県現代俳句年鑑

作品投句依頼

４月中旬 役員会

５月中旬 平成29年度総会

５月中旬 第10回青い森県民俳句大会

東
北
地
区
現
代
俳
句
協
会
連
合
会
総
会
及
び

第

回
現
代
俳
句
東
北
大
会

30

第

回
県
下
深
浦
俳
句
大
会

35


